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2020年に開校した博報堂による、
越領域の創造性の教育・研究・社会実装を行う研究機関。

すべてのニンゲンは、生まれながらにして創造的である。

Our Philosophy

2025-26 THEME

REGENERATIVE
CREATIVITY

「循環と再生」で都市に一石N鳥を生み出す創造性

AI時代の
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•Regenerative：
人が自然の一部として全体システムの共進化に
•参加し、プラスを生み出す
•Restorative：
人が自然のサブシステムの進化を補助する
•Sustainable：
マイナスを０にする現状維持の活動
•Green：
従来型実践よりは相対的に改善した状態
（一般的にはここから“エコ”だと言われ始める）
•Conventional Practice：
“違法一歩手前”の従来型実践

リジェネラティブとは？

「regenerate」の語源は、「re-（再び）」と「generate（生む）」に由来し、「再び生み出す、再生する」の意。
現状維持を意味する「サステナブル」の先にある、人が全体システムの共進化に参加し、プラス（ネットポ
ジティブ）を生み出す概念。
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Regenerative
Creativity

Art Thinking

Design Thinking

Regenerative Agriculture

Permaculture Design

Regenerative Ocean

Sustaiable Design

生物多様性

社会包摂

Social Permaculture

循環経済

Diversity & Inclusion

Ethical

Ecology

Logical Thinking

従来は農を中心とした概念だった
が近年、生物多様性、脱炭素、循
環経済、社会包摂、文化再生、
ウェルビーイングまで含む概念と
して広がっている。

脱炭素SDGs

↓social/Business/Cultural

↑ Agriculture, Nature

Biophilic Design

System Design

リジェネラティブ概念の広がり

文化再生

Social Design

Wellbeing
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人間中心・機械論的世界観 生命論的世界観

Nature Positive

Circular Economy

一石N鳥
（共進化/同時再生）

人も、地域も、社会も、環境も、
共進化/同時再生することを目指す

リジェネラティブ・クリエイティビティで目指すこと：「一石N鳥」

環境省「第六次環境基本計画」より
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“「win-winではなく、win-win-win」 ３つ以上の多元的価値
の共創を目指す”。リジェネレーションとは、コストや制約ではな
く、新しい市場・雇用・イノベーションを生む「成長ドライバー」 “
（東京建物「 Regenerative City Tokyo 」）

リジェネラティブ・クリエイティビティとは？

うまれる を つくる
人と自然の生成力・創造性・テクノロジーを生かして

人、地域、社会、文化、環境を再生し、
「一石N鳥」を生むための方法論。

8中山晃子、LIVE  Performance 『Alive Painting』
WIRED Innovation Award 2025 
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日本の美意識

人と自然の生成力・創造性・テクノロジーを生かして
人、地域、社会、文化、環境を再生し、「一石N鳥」を生むための原則。
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REGENERATIVE CREATIVITY
6つの原則

Regenerative Creativity 6つの原則 ver.1
人と自然の生成力・創造性を生かして人、地域、社会、文化、環境を再生し、
「一石N鳥」を生むための原則。

11

原則 動詞 説明 美意識・マインドセット

観察する

多様性を活かす
関係をつくる

全体・長期視点で
未来を描く

循環性を設計する

共感と参加を
生む物語をつくる

変化に適応する

ほぐす
きく
あつめる
まねる

いかしあう
つなぐ

みわたす
そうぞうする
えがく

めぐらせる

みたてる
あそぶ
あらわれる

そう
うけいれる

個人の内にある想いやビジョンと外にある資源や資本、技術、環境条件、制
約を分解し、「唯一性の美」や「自然の美」を大切に、見えやすいものだけ
でなく、見過ごされがちな資本も含め、五感を使って観察する。自然の地形
やエネルギーの流れ、形状、パターンを観察し、活用・模倣していくことで
イノベーションを生み出す。

一見ネガティブに見えるのも含め、多様な資源・資本が活かし合い、創発を
通じて新たな価値を生み出すような関係性をつくる。自然界における森のよ
うに、相互に活かし合う自律分散的な関係性が持続可能性をもたらす。

初期の内観を通じたバックキャスティングによる「ゆるいビジョン」と、外
の観察を通じた多様な資源や資本を全体を見渡す長期視点とフォアキャス
ティングによってつなぎ、時間とともに多様性が増していく、わくわくする
未来のビジョンを描く。→物語性・余白の美

できるだけ廃棄物と汚染を生まない再生可能な資源を使い、なるべく小さな
範囲で人、モノ、エネルギー、知識、感情が循環する生態系を設計する。

日本古来の「見立て」により、そこにあるものを別のものになぞらえたり、
重ね合わせることで新たな意味や物語を生み出す。また多様な参加を生むた
めの境界域や余白を大切に、主体的な創造性を引き出すためのツールや仕組
み、体験をつくることで持続可能な活動につなげる。

計画に縛られず、時間とともに起こる自然の生成力や偶然性を受け入れ、時
間とともに変化する美や欠損から生まれる新しい景色にしなやかに適応し、
時間とともに豊かさが増していくダイナミズムを大切にする。

唯一性・自然の美

唯一性・不完全性・
自然の美

物語性・余白の美

自然の美・時間の美

物語性・余白の美

不完全性・唯一性・
時間の美
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Regenerative Creativity Process

循環性を
設計する

めぐらせる

変化に
適応する

そう
うけいれる

観察する
ほぐす

きく
あつめる
まねる

全体・長期
視点で

未来を描く
みわたす

えがく

System-planningInput

Experience-planning

人と自然の生成力・創造性を生かして「一石N鳥」を生むための動的プロセス

個人の内にある想いやビジョンと外にある
資本、技術、環境条件、制約を分解し、観
察する。「唯一性の美」や「自然の美」と
いう視点を大切に、目に見えやすいものだ
けでなく、五感を使って見過ごされがちな
資本、自然、地形、エネルギーの流れ、形
状、パターンを観察し、活用・模倣してい
くことでイノベーションを生み出す。
→唯一性・自然の美

一見ネガティブに見えるのも含め、多様な資
源・資本が活かし合い、創発を通じて新たな価
値を生み出すような関係性をつくる。自然界に
おける森のように、相互に活かし合う自律分散
的な関係性が持続可能性をもたらす。
→唯一性・不完全性・自然の美

共感と参加を
生む物語・

余白をつくる

みたてる
あそぶ

あらわれる
ゆだねる

多様性を
活かす

関係をつく
る

うけいれる
いかしあう

つなぐ

直線的な生産・消費・廃棄モデルは資
源枯渇と環境負荷を生む。循環する仕
組みを設計することで、持続可能性と
再生性を担保できる。できるだけ廃棄
物と汚染を生まない再生可能な資源を
使い、なるべく小さな範囲で人、自
然、モノ、経済、エネルギー、知識、
感情など多様な要素が循環する生態系
を設計する。
→自然の美・時間の美

正しさだけでなく、人間だけがもつ遊びや楽しさ、物語が共感
を生む。分断された要素の間に「意味のつながり」を生み出
し、日本古来の「見立て」により、別のものになぞらえ、重ね
合わせることで、共感を生む物語を生み出す。また、主体的な
参加と創造性を引き出す余白やツール、仕組みをつくることで
持続可能な活動につなげる。
→物語性・余白の美

変化の激しい世界では、固定化は脆弱性につ
ながる。変化に沿い、変わり続けることこそ
長期的に持続可能な活動を可能にする。計画
に縛られず、時間とともに起こる自然の生成
力や偶然性を受け入れ、時間とともに変化す
る美や欠損から生まれる新しい景色にしなや
かに適応し、時間とともに豊かさが増してい
くダイナミズムを大切にする。
→不完全性・唯一性・時間の美

初期の内観を通じたバックキャスティングによる「ゆる
いビジョン」と、外の観察を通じた多様な資源や資本を
全体を見渡す長期視点とフォアキャスティングによって
つなぎ、時間とともに多様性が増していく、わくわくす
る未来のビジョンを描く。→物語性・余白の美

Visioning
Big Picture

Co-relation

Execution
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６つの原則に基づいた創造を行う前提として大切な美意識・マインドセット
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REGENERATIVE CREATIVITY
3つの美意識・マインドセット

唯一性・自然の美

今、そこにしかない人や場の地形、歴史性、
土着性、自然界の生物・鉱物の持つ形状や
パターンを活かすなど、均一性よりも、唯一
性・固有性を大切にする。
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映画『食べることは生きること』,2023

鴨川「小さな地球」

「Solar Trees, Korea

「Solar Trees, Korea

廣川玉枝、大阪・関西万博「いのちの未来館」Zone3〈1000年後の未来 ―
まほろば―〉衣装デザイン

廣川玉枝、大阪・関西万博「いのちの未来館」Zone3
〈1000年後の未来 ―まほろば―〉衣装デザイン

「シェフはつくりたいメニューを先に決めてから材料を探すが、
コックはその時手に入る旬な材料からメニューを考える」
ーシェ・パニースのコックより

不完全性・時間の美

完全性を追求するのではなく、多様な人や
素材、形態が混ざり合うことで生まれる調
和や不揃い、経年変化、修復の痕跡を美と
して捉え、完璧さよりも、時間とともに豊
かさが増すことを目指す。
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上勝町「RISEWINBREWARY」

KYODO HOUSE「“工芸は、リジェネラティブの“価値観”を、 日用品のレベル
まで下ろす技術である” 」 中川政七商店

物語性・余白の美

正しさだけでない、共感を生む物語性と余
白。分断された要素間に「意味のつなが
り」を生み出し、そこにあるものを別のもの
になぞらえ、重ね合わせる日本古来の「見
立て」と、人が能動的に参加したくなる「余
白」を大切にする。
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交差点ペインティグ、ポートランド Coppen hill、Copenhagen, Denmark

「公共空間を、都市のリビングルームに見立てる」

「廃棄物発電所を「都市の丘」に見立てる」

池袋リビングループ
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Not Regenerative

均一性
統一性
汎用性
普遍性
新品性
完全性
直線的
つるつる
非場所性
効率性
正しさ
人工
静的

死んでいる

Regenerative

多様性
不揃い
固有性
土着性

時間多層性
不完全性
循環的
ざらざら
場所性

非効率性
わくわく
自然
動的

生きている

これまでとの違い
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